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2012/32012/3期期 決算の概要決算の概要

■ 2012/3期は対前期減収減益
東日本大震災の直接間接の影響やタイの洪水影響などが主要因

■ 対前回予想では増収、営業、経常各利益では増益
当期利益は繰延税金資産321億円の取り崩しにより大幅な損失（4/26発表）

外部環境

■ 世界経済は夏場以降、欧州債務問題の拡大を主因に減速し、
先行き不透明感が更に拡大

■ 日本は東日本大震災の影響から徐々に回復も個人消費の力強い回復は見えず

■ 史上最高水準の円高は一服も依然として高水準で推移

決算の概要

＊前回予想は2012/2/2発表
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（億円）

通期業績は前回予想に対し増収、営業、経常各利益で増益
当期利益は大幅な損失

112112115EUR

787986US$

109109113EUR

787986US$

―
0

(―)
―

▲294
(―)

51
(1.4%)

当 期 利 益
（ 当 期 利 益 率 )

+20.9%
60  

(1.7%)
▲33.9 %

73
(2.0%)

110
(2.9%)

経 常 利 益
（ 経 常 利 益 率 ）

+8.1%
75

(2.1%)
▲38.4%

81
(2.3%)

132
(3.5%)

営 業 利 益
（ 営 業 利 益 率 )

+0.7%3,540▲4.6%3,5663,739売 上 高

前回予想比
前回予想

（12/2/2発表）
前期比

12/3
実績

11/3
実績

為替レート

売上高

利 益

（円）

2012/32012/3期期 業績業績概要概要

＊前回予想は2012/2/2発表
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7786 75

29 25
25

5

▲29 ▲30

4 5

15

2,711 2,651

532 525

2,630

570

206 162 165
220221

251

売上高売上高 営業利益営業利益

132

2020112/32/3期期 通期通期事業別業績事業別業績

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

電子部品

その他

（億円）
3,566 3,540

(  )内は前期比
または

前回予想比

81

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

電子部品

その他

75

（億円）3,739

（前回予想）

12/3 通期12/3 通期11/3 通期
（前回予想）

12/3 通期12/3 通期11/3 通期

（楽器 +9億円、ＡＶ・ＩＴ +2億円、
電子部品 +1億円）

+11億円
前回予想

比較

（楽器 ▲80億円、ＡＶ・ＩＴ ▲19億円、
電子部品 ▲3億円）

▲103億円
前期比較

為替影響額

（楽器 +0億円、電子部品 +0億円）

前回予想
比較

+0億円

（楽器 ▲27億円、ＡＶ・ＩＴ +1億円、
電子部品 ▲1億円）

▲27億円
前期比較

為替影響額

(+0.8)

(+1.3)

(▲1.6)

(+0.6)

(+0.7%)

(▲2.2)

(▲6.8)

(▲21.2)

(▲11.9)

(▲4.6%)

電子部品

＊前回予想は
2012/2/2発表



5

東日本大震災東日本大震災及びタイ洪水及びタイ洪水の影響の影響

営 業 利 益

売 上 高 ▲95億円

▲35億円

▲5億円営 業 利 益

▲13億円売 上 高
タイ洪水影響

▲15億円営 業 利 益

▲20億円売 上 高
部品供給再開後の生産遅れ

■上記東日本大震災影響以外の影響

※生産高影響 ▲40億円

▲55億円営 業 利 益

▲128億円売 上 高
合 計

■東日本大震災による影響
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132

為替影響

▲27

退職給付
債務

6

材料費
アップ

▲17

構造改革
費用増

▲6

実質減収

▲42

81

11/3 通期
実績

12/3 通期
実績

12/3 通期
前回予想

12/3 通期
実績

75

実質
販管費減

10

実質
粗利減

▲4
81

前回予想との比較前回予想との比較

前期との比較前期との比較

2020112/32/3期期 通期営業利益増減要因通期営業利益増減要因

構造改革
効果

5

在庫評価法
変更
▲9

（億円）

実質
販管費減

39

＊前回予想は2012/2/2発表
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1,777 1,758

906 874 872

1,805

7586 77

414 417

238 239 237

398

▲3▲1▲21

楽器事業楽器事業

営 業 利 益

（億円）

4Q4Qの状況の状況

売 上 高

通期の状況通期の状況

音楽教室他

楽 器

2,651 2,630
656 635

・対前年同期損益改善、対前回予想では増収

・為替影響を除いた実質売上高は、前年同期比3.0%
（20億円）の増収。対前回予想でも実質12億円の増収

・北米は回復基調も欧州市場は減速
中国及び新興国市場は好調を持続

・商品別には、電子楽器が生産回復に伴い堅調に推移

653
2,711

・対前期減収減益。対前回予想では増収増益

・為替影響（▲80億円）を除いた実質売上高は、前期比0.7%
（20億円）の増収

・北米は前期比▲2%、欧州も▲3%の実質減収
日本は前期比▲3%の減収。中国等新興国市場は成長継続

・商品別には、主力の電子楽器が震災影響で実質前年並み

・ピアノは、日本、北米を除く地域で実質増収、中国に加えて
その他地域は２桁の実質増収

・管楽器、PA機器、ギターを中心とした弦打楽器が実質増収

（前回予想）

12/3 4Q12/3 4Q11/3 4Q
（前回予想）

12/3 通期12/3 通期11/3 通期

＊前回予想は2012/2/2発表

（億円）
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その他

102 109

108 108

125 119

93 106

11/3 12/3

日本

288 278

316 316

319 313

295 278

11/3 12/3

楽器事業（地域別の販売状況）楽器事業（地域別の販売状況）

北米

101 88

113 103

103 91

99
97

11/3 12/3

欧州

110 115

117 112

155 137

103 90

11/3 12/3

（億円）

1,218 1,185

379416

中国

35 41

50 57

38
46

41
47

11/3 12/3

454

442428

4Q

*( )内は為替を除いた

実質ベースでの前期比増減

485

164
191

3Q

2Q

1Q (▲2%)

(▲6%)

(▲3%)

(±0%)

(▲3%)

(▲5%)

(±0%)

(▲6%)

(+2%)

(▲2%)

(+4%)

(▲4%)

(▲6%)

(▲4%)

(▲3%)

(+22%)

(+20%)

(+23%)

(+14%)

(+20%)

(+13%)

(+5%)

(+2%)

(+19%)

(+9%)
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楽器事業（地域別の販売状況）楽器事業（地域別の販売状況）

日本
384

21.6%

北米
369

20.8%
欧州
440

24.8%

中国
187

10.5%

その他
397

22.3%

楽器製品
売上高

1,777億円

楽器製品売上高
の地域別内訳

2012年3月期

楽 器 地 域 別 状 況

日 本 震災影響による供給不足のｴﾚｸﾄｰﾝは早期生産再開により注残解消できたが、

その後の受注が伸びず対前期減収。電子ﾋﾟｱﾉもほぼ注残解消したが、他社に

市場ｼｪｱを奪われ量販ﾙｰﾄでの販売苦戦。ｷﾞﾀｰはｴﾚｸﾄﾘｯｸ・ｱｺｰｽﾃｨｯｸｷﾞﾀｰ及

び新型ｱﾝﾌﾟTHRが好調、管楽器は復興需要などの大型物件により対前期増収。

設備音響機器、楽器販売ﾙｰﾄの音響機器は前年並みで推移。市場全体では対

前期若干の減収。

北 米 市場は緩やかに景気回復基調。ﾋﾟｱﾉは､全体では対前期減収となったが、音大

対策活動が奏功しｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾟｱノ、ｱﾊﾞﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの販売は伸長。管楽器もﾚﾝﾀﾙ向け

需要好調で前年を上回る。ｷﾞﾀｰ、設備音響機器も新商品を軸に後半堅調に推

移。電子ﾋﾟｱﾉ・ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞ、電子ﾄﾞﾗﾑは震災影響による商品供給不足で

年末商戦で販売苦戦するも4Qにて注残解消。

欧 州 独中心に成熟市場はﾋﾟｱﾉ好調。新興国市場もﾋﾟｱﾉが牽引。経済危機の南欧地

域は苦戦、英はﾋﾟｱﾉ以外は軒並み苦戦。商品別はﾋﾟｱﾉが対前期増収。電子ﾋﾟ

ｱﾉは後半回復も前年実績に届かず。ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞも他社価格攻勢で苦戦。

管楽器、ｷﾞﾀｰは前年並みで推移も、設備音響機器は苦戦、楽器販売ﾙｰﾄの音

響機器は堅調も市場は減速気配。

中 国 2・3級都市では販路を拡大、都市部では中高級品向け展示を強化。普及価格

品とのバランスを図りながら成長を確保。ﾋﾟｱﾉ、電子ﾋﾟｱﾉの主力商品が20％を

超える成長を持続し全体を牽引。吹奏楽ﾊﾞﾝﾄﾞ指導者育成を通じ管楽器も販売

増。ｷﾞﾀｰ、電子ﾄﾞﾗﾑでは専門店や専門教室での販売が急成長。

その他の
地域

主要新興国ではﾛｼｱ、ｲﾝﾄﾞが電子楽器、ﾋﾟｱﾉ、ｷﾞﾀｰの増売で、2桁成長。

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾀｲやﾌﾞﾗｼﾞﾙを含めた南米も底堅く成長を維持している。中東・ｱﾌﾘｶ

でも、ｲﾗﾝ、北ｱﾌﾘｶ諸国始め政治不安を抱える国が多く、跛行性があるものの

地域全体としては成長。ｵｾｱﾆｱは楽器店の再編などの影響で苦戦続く。
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管楽器

90

79 79

63 65

68 67

91

11/3 12/3 

エレクトーン

14 13

12 5

11
12

9
11

11/3 12/3 

弦打楽器

47 43

51 51

50 53

43 44

11/3 12/3 

ピアノ

101 102

95 93

98 101

99 107

11/3 12/3 

電子楽器

124 128

147 131

189 159

120
133

11/3 12/3 

（億円）

393 403 

580 551 

300 302
191 191

PA機器

71 76

67 66

74 70

78 78

11/3 12/3 

290 290

46 41

1Q

*( )内は為替を除いた

実質ベースでの前期比増減

楽器事業（商品群別の販売状況）楽器事業（商品群別の販売状況）

4Q

2Q

(+6%)

(±0%)

(+5%)

(+12%)

(+7%)

(▲1%)

(+16%)

(▲11%)

(▲7%)

(+7%)

(+5%)

(▲1%)

(+6%)

(+3%)

(+9%)

(▲10%)

(+23%)

(+10%)
(▲58%)
(▲7%)

(+5%)

(+2%)

(+8%)

(+4%)

(+5%)

(+5%)

(+7%)

(+12%)

(+4%)

(▲6%)

3Q

北米はｺﾝｻｰﾄ業界好調だが設
備音響では市況悪化回復せず。

好調であった欧州の楽器店
ﾙｰﾄ販売も市場は停滞局面に
入る。

一方、中国及び、ﾛｼｱ、ｲﾝﾄﾞ、中
南米では好調に推移し、前年を
大きく上回る二桁成長。

日本：買換需要減で販売減傾向
続く。当期は震災影響で主力ﾓﾃﾞ
ﾙの長期供給停止が響き減収に。

中国：伸長もまだ売上ｳｪｲﾄ低い。

日本：震災影響による消費冷え込み懸
念があったが、復興需要も追い風とな
り、通期では前年実績を上回る。

北米：ﾚﾝﾀﾙﾋﾞｼﾞﾈｽは好調持続も教育
予算削減の影響で備品購入減少。

欧州：全般的に市況の回復感に乏しく
厳しい状況だが、新商品効果で前年
並みは確保。

日本：震災影響は予想より小さく、通年
でほぼ前年実績を確保。

北米：普及価格帯商品で苦戦するも、
ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾟｱﾉ、ﾃﾞｨｽｸﾗﾋﾞｱ（自動演奏ﾋﾟｱﾉ）
など単価の高い商品は健闘。

欧州：経済危機下で、堅調なﾄﾞｲﾂとその
周辺地域を中心に台数伸ばす。

中国：新ﾓﾃﾞﾙ効果、販売網拡張の効果
もあり、対前年で20%の成長を実現

その他：中東に不透明感あるものの、
概ね好調。

電子ピアノ：4Qで震災影響の供給不足
解消。単価下落も、通期販売台数で前
年を上回る。

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞ：中国・新興国中心に
入門ﾓﾃﾞﾙ販売増。

3Q以降、地域ﾆｰｽﾞを取入れた商品が
受け入れられ、中高価格帯も好調に
推移。

ｼﾝｾｻｲｻﾞｰ：高額品市場縮退。中級価
格帯は好調も、主力のMOTIFが不振
で前年を下回る。

ｷﾞﾀｰ：ｱｺｰｽﾃｨｯｸｷﾞﾀｰは堅調。
特に中国を含む新興国で大幅伸長。
ｴﾚｷｷﾞﾀｰは苦戦。

ｱｺｰｽﾃｨｯｸﾄﾞﾗﾑ：全般的に市況
厳しいが、ほぼ前年並みに推移。

電子ﾄﾞﾗﾑ：ﾈｯﾄ販売中心に普及品
市場成長。中高級は伸び悩み、当
社は新商品導入の遅れが響いた。
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511 468 460

59
64 65

252926

12
17 18

113 94 86

▲13▲9▲3

ＡＶ・ＩＴ事業ＡＶ・ＩＴ事業

営 業 利 益

（億円）

売 上 高

ルーター他

Ａ Ｖ
カラオケ

532 525

111 104

4Q4Qの状況の状況 通期の状況通期の状況

125

570

・対前年同期では減収減益
対前回予想に対しては増収損益改善

・ルーターは投資回復の兆しで堅調に推移

・通信カラオケは出荷調整等で対前年減収

・対前期減収増益、対前回予想増収増益

・AV機器は北米、欧州は実質前年並み、その他地域は好調

・通信カラオケは前期の新製品効果減と震災影響で減収

・業務用ルーターが堅調に推移

（前回予想）

12/3 通期12/3 通期11/3 通期

（前回予想）

12/3 4Q12/3 4Q11/3 4Q

＊前回予想は2012/2/2発表

（億円）
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4643
51

▲16
▲6

▲17

165162
206

5
▲29 ▲30

電子電子部品部品事業事業

（億円）

営 業 利 益

売 上 高

（億円）

（前回予想）

12/3 通期12/3 通期11/3 通期

（前回予想）

12/3 4Q12/3 4Q11/3 4Q

・対前期減収減益、対前回予想でも減収

・アミューズメント市場回復遅れ、完成品メーカー不振
販売価格の低下などで厳しい状況継続

・スマホ向け地磁気センサー数量増も販売単価下落

・人員の配置転換等による販管費削減実施

・対前年同期減収、対前回予想でも減収

・売上高は、完成品メーカーの販売不振、販売価格の低下等
でほぼ全ての用途で対前年同期、対前回予想減収

4Q4Qの状況の状況 通期の状況通期の状況

＊前回予想は2012/2/2発表
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171721

13 12 12

1110
9

911
13

▲2▲2 ▲3

70
81 70

5967 59

5150
52

4042
52

515 4

その他その他のの事業事業

（億円）

営 業 利 益

（億円）

売 上 高
FA他

レクリェーション

ゴルフ

自動車用内装
部品

221
251

4950
56 220

（前回予想）

12/3 通期12/3 通期11/3 通期

（前回予想）

12/3 4Q12/3 4Q11/3 4Q

・対前年同期減収損益横ばい、対前回予想通り

・自動車用内装部品は対前年同期減収

・ゴルフは市況停滞と競合激化

・レクリェーションは対前年同期増収

・対前期減収減益、対前回予想では予想通り

・自動車用内装部品は、東日本大震災影響により対前期減収

・FAは国内投資厳しく対前期減収

・ゴルフは競合激化で対前期減収

4Q4Qの状況の状況 通期の状況通期の状況

＊前回予想は2012/2/2発表
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事業環境事業環境

20120133/3/3期期 事業環境と業績見通し事業環境と業績見通し

■ 世界経済は欧州市場を中心に不安定な状況

■ 中国は成長率鈍化も確実に成長、新興国市場も堅実な拡大を見込む

■ 円高基調は継続

■ 部品調達環境の改善等正常化を見込む

■ 対前期増収増益を予想

■ 震災影響を受けた電子楽器やタイ洪水影響のAV機器などの生産が正常化し

適切な時期での市場への商品供給が回復

■ 電子楽器、PA機器、AV機器中心に成長を見込む

業績見通し業績見通し
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2013/32013/3期期 業績予想業績予想

（億円）

売上高

利 益

為替レート

105109EUR

7579US$

（円）

―+384
90

(2.4%)
▲294

(―)

当 期 利 益
（ 当 期 利 益 率 ）

7579US$

+57

+64

+214

増減額

105112EUR

+79.2%
130

(3.4%)
73

(2.0%)

経 常 利 益
（ 経 常 利 益 率 ）

+78.8%
145 

(3.8%)
81

(2.3%)

営 業 利 益
（ 営 業 利 益 率 ）

+6.0%3,7803,566売 上 高

伸び率
13/3
予想

12/3
実績
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532
550

2,8002,651

162
170
260221

売上高売上高 営業利益営業利益

130
77

29

30

▲20▲29

4

5

2013/32013/3期期 事業別業績事業別業績予想予想

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

電子部品

その他

（億円）

3,566 3,780

(  )内は前期比

81

12/3 13/3（予想）

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

電子部品

その他

145

12/3 13/3（予想）

（楽器▲56億円、ＡＶ・ＩＴ▲15億円、
電子部品 ▲2億円）

前期比較
▲73億円

為替影響額

（楽器▲34億円、ＡＶ・ＩＴ▲9億円、
電子部品 ▲1億円）

▲44億円
前期比較

為替影響額

(+5.6)

(+3.5)

(+4.7)

(+17.5)

(+6.0%)

（億円）
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3,566

為替影響

▲73

3,780

12/3 通期
実績

13/3 通期
予想

12/3 通期
実績

13/3 通期
予想

81

為替影響

▲44

実質
販管費増

▲74

実質

増収増産

117 145

20201313/3/3期期 売上高・営業利益予想増減要因売上高・営業利益予想増減要因

（億円）

実質増売

262

構造改革
効果

11

売上高売上高

営業利益営業利益

退職給付
債務

9

新規連結等

25

粗利改善
等

45
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1,887

874 913

1,777

130

77

楽器事業楽器事業（予想）（予想）

（億円）

■市場環境■市場環境 ■■重点施策重点施策

音楽教室他

楽 器

2,651 2,800

12/3 13/3（予想）12/3 13/3（予想）

売上高売上高 営業利益営業利益

・中国を含む新興国市場での拡販

・生産構造改革の成果出し、損益改善のスピードアップ

・電子楽器を中心にタイムリーな開発と
コストダウンの追求

・国内営業の構造改革の検討加速

・北米は回復基調も欧州市場は不透明感が継続

・中国等新興国市場では成長モメンタムが継続

・流通再編進行(大型店、量販店シェア拡大、Web販売）

（億円）
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188 203 227 256 225 245591 615

191 197 227 222 98 110 217 226
10693

620594

12/3 13/3 12/3 13/3 12/3 13/3 12/3 13/3 12/3 13/3

楽器楽器事業事業（地域別の販売予想）（地域別の販売予想）

日本 北米 欧州 中国 その他

*( )内は為替を除いた実質ベースでの前期比増減

（億円）

上期

1,185
1,235

379 400
454 478

191 216

442 471

下期

（予想） （予想） （予想） （予想） （予想）

(+4%)

(+4%)

(+4%)

[+1%]

(+11%)

(+10%)

(+13%)

[+9%] (+9%)

(+6%)

(+12%)

[+6%]

(+13%)

(+12%)

(+15%)

[+36%]

(+10%)

(+11%)

(+10%)

[+20%]

[ ]内は為替を除いた実質ベースでの対前々期比増減
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エレクトーン

25
23 21

18

12/3 13/3

弦打楽器

94 102

97 106

12/3 13/3

ピアノ

208 201

195 207

12/3 13/3

楽器事業（商品群別の販売予想）楽器事業（商品群別の販売予想）

電子楽器

259 272

292 327

12/3 13/3

管楽器

170 173

132 129

12/3 13/3

（億円）

403 408

551 599

302 302
191 208

PA機器

142 155

148 172

12/3 13/3

290 327

41 46

上期

下期

*( )内は為替を除いた

実質ベースでの前期比増減

（予想）

（予想）

（予想）（予想）

（予想）

（予想）

(±0%)

(+7%)

(+3%)

(+40%)

(▲9%)

(+13%)

(+11%)

(+13%)

(+12%)

(+15%)

(+18%)

(+16%)

(+6%)

(▲1%)

(+3%)

(+14%)

(+11%)

(+12%)
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中東

24 24 26

22 23 25

11/3 12/3 13/3予想

8%

48%

6%

14%

24%
ピアノ

電子楽器

管楽器

弦打楽器

PA機器

ロシア

10 12 14

14
17 19

11/3 12/3 13/3予想

中南米

55 57 57

56 54 57

11/3 12/3 13/3予想

東欧

21 23 22

21 19 22

11/3 12/3 13/3予想

新興国市場の販売状況新興国市場の販売状況
（億円）

111 114

46 51

33

13%

48%
10%

12%

19%

上期

下期

*( )内は為替を除いた

実質ベースでの前期比増減

(+13%)

(+10%)

29

47

113(+13%)

(+5%)

42 44
(+15%)(+0%) (+5%)

42 24

(+30%)

7%

3% 13%

53%
24%

中国

82 96 107

78
91

101

11/3 12/3 13/3予想

187 (+21%)

(+12%)
208

160
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3029468 476

64 74

ＡＶ・ＩＴ事業ＡＶ・ＩＴ事業（予想）（予想）

ﾙｰﾀｰ他

Ａ Ｖ

カラオケ

532 550

12/3    13/3（予想）

■重点施策■重点施策■市場環境■市場環境

売上高売上高 営業利益営業利益
（億円）

12/3    13/3（予想）

・量販店、ネット販売網の競合等加速

・新興国市場の成長持続

・カラオケ市場は前期並みを想定

・ルーター市場は回復基調継続

・需要動向を把握した商品導入によるAVビジネスの成長
- フロントサラウンドシステムの海外市場での拡大

日本市場での販売回復
- デスクトップオーディオ等新ジャンル商品強化
- 商品企画、開発手法の見直しによる開発費の削減

・通信カラオケの安定供給

・ルーターは商品優位性の訴求によるシェア拡大

・新領域ビジネスの早期軌道乗せ

（億円）
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170162

▲29
▲20

電子電子部品部品事業事業（予想）（予想）

■■重点施策重点施策■市場環境■市場環境

売上高売上高 営業利益営業利益

（億円）

12/3    13/3（予想） 12/3    13/3（予想）

・アミューズメント市場停滞

・携帯からスマートフォン移行更に拡大

・完成品メーカーの競争が更に激化

・アミューズメント機器メーカーへの積極的提案

・地磁気センサーへの機能強化等競争力強化

・車載画像ビジネス拡大

・家電向け音源、画像の販売強化

・次の成長を担う商品開発のスピードアップ

・設計、開発等の効率化、コストダウンの推進

（億円）
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7770

59 66

50
56

42
61

4 5

その他その他のの事業事業（予想）（予想）

221
260

■市場環境■市場環境 ■■重点施策重点施策

売上高売上高 営業利益営業利益

（億円）

12/3    13/3（予想）
12/3    13/3（予想）

・完成車メーカーの生産増等震災影響からの回復も
高級車の動向は不透明

・スマホ、タブレットPC等の本格普及

・ゴルフは国内市場は前年並み、韓国市場は減速懸念

・レクリェーションは、前期の震災影響からの回復期待

・自動車用内装部品は完成車メーカー増産等に
確実に対応

・FAはコストダウンを含めた競争力の強化

・ゴルフは、中国市場での広告販促策等実施

・レクリェーションは、オフシーズン対策の実施や
各種イベントの開催などで集客数増を狙う

FA他

レクリェーション

ゴルフ

自動車用内装
部品

（億円）



25

117
80 83 98

10 11
32137 11

79

12

13

8

5

99 116 127 127

56
58 49 57

36
39 40 30
12 12 11

26

12/3 13/3（予想）11/3

設備投資設備投資額額・減価償却費・減価償却費//研究開発費研究開発費

（億円）

(141)

152

(127)
104

(128)

設備投資設備投資額（額（減価償却費減価償却費））

研究開発費研究開発費

AV・IT

電子部品

その他

楽 器

AV・IT

電子部品

その他

楽 器

13/3（予想）11/3

217 224228

12/3

10/3

224

10/3

113 (120)

145

（億円）
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12/3末総在庫は対前期55億円の増加。

（為替影響を考慮すれば実質69億円の増加）

419 374

213
255

250

388 370

7965
76

69
25 22

22
29

243

棚棚 卸卸 資資 産産

（億円）

717

仕掛品
/材料

ＡＶ・ＩＴ

楽 器

715

10/3 11/3 12/3 13/3（予想）

他製品

771
695



27

3,686

2,131

1,080

155

105

215

3,686

1,792

116

715

472

592

2013/3末予想

3,666 3,9094,022負 債 純 資 産 計

2,0682,4502,546純 資 産 計

1,107940947他 負 債

155159161リ ゾ ー ト 預 託 金

113118150借 入 金

223242218仕 入 債 務

3,6663,9094,022資 産 計

1,7761,9622,089固 定 資 産

108192170他 流 動 資 産

771717695棚 卸 資 産

445451474売 上 債 権

566587594現 預 金

2012/3末2011/3末2010/3末

貸借対照表貸借対照表
（億円）
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04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 12/3 13/3

21 .5

38 .6

26 .1

21 .1

7 .1

16 .6
14 .7

株主株主還元還元

特別配当

（予想）

普通配当

1515

2020 2020
22.522.5

5050

連結配当性向（%）

2013/3期年間配当は、10円の予定（連結配当性向は21.5%）

1株当たり配当（円）

42.542.5

27.527.5

1010 1010 1010
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YMP125 YMP125 最終年度にあたって最終年度にあたって

■中国・新興市場での成長加速
'15/3期に両市場合計で1,000億円の売り上げ実現に向けた

商品、販売網、店舗、普及等の施策の着実な推進

■「国内事業構造改革プロジェクト」の推進
日本国内事業を抜本的に見直し、単体営業黒字を目指す

⇒ 4月1日付でプロジェクトを発足

■新たな事業の創出 「yamaha+」
既存プロジェクトの成果出し
新規事業提案の仕組作り



付 属 資 料
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（億円）
対前年同期、減収 対前回予想では増収

105104112EUR

757882US$

105104113EUR              

757982US$

―▲27―▲321▲49当 期 利 益

―▲35―▲22▲34経 常 利 益

―▲35―▲29▲32営 業 利 益

+3.1%834▲2.8%860884売 上 高

前回予想比
12/3期

（4Q）

前回予想

前年

同期比

12/3期
（4Q）

実績

11/3期
（4Q）

実績

為替レート

売上高

利 益

（円）

20120122/3/3期期 44QQ業績業績

＊前回予想は2012/2/2発表
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▲3
▲ 21

▲1
▲9

▲13

▲ 3
▲ 6

▲16
▲17▲3
▲2▲ 2

125 111 104

635656653

51 43 46
495056

売上高売上高 営業利益営業利益

20120122/3/3期期 44QQ事業別業績事業別業績

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

電子部品

その他

834

(  )内は前年同期比

または

前回予想比

（楽器 +9億円、ＡＶ・ＩＴ +2億円、
電子部品 +1億円）

+11億円前回予想
比較

（楽器 ▲17億円、ＡＶ・ＩＴ ▲4億円、
電子部品 ▲1億円）

▲22億円
前年同期

比較

為替影響額

（楽器 +0億円、電子部品 +0億円）

+0億円前回予想
比較

（楽器 ▲6億円、ＡＶ・ＩＴ ▲2億円）

▲8億円前年同期
比較

為替影響額

860

▲29

楽 器
ＡＶ・ＩＴ

電子部品

その他

（億円） （億円）

884

▲32

（前回予想）

12/3 4Q12/3 4Q11/3 4Q

（前回予想）

12/3 4Q12/3 4Q11/3 4Q

(+3.3)

(+6.0)

(▲6.6)

(+3.2)

(+3.1%)

(+0.5)

(▲11.7)

(▲16.3)

(▲9.3)

(▲2.8%)

▲35

＊前回予想は
2012/2/2発表
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11/3期 実績

7
▲29
▲22

特別損益

▲2
▲40

▲42

43
▲30

4
17

金融収支

その他

計

固定資産処分損益

その他

計

法人税等

法人税等調整額

少数株主利益

計

12/3期 実績

13
▲21

▲8

▲1
▲2

▲3

40
321

3
364

13/3期 予想

7
▲22
▲15

▲2
▲3

▲5

32

3
35

（億円）

通期営業外通期営業外損益、特別損益損益、特別損益

営業外損益

法人税他

・投資有価証券評価損 ▲15

・減損損失 ▲27
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楽器四半期別売上高／営業利益楽器四半期別売上高／営業利益

35 29
43

26 20 32
49 54

▲1 6
▲21

21

11/3期

760

675 670
695

その他

中国

欧州

北米

日本

13/3期（予想）

営業利益

12/3期

売上高 2,800億円

営業利益 130億円

（億円）

売上高 2,711億円

営業利益 86億円

売上高 2,651億円

営業利益 77億円

708
666 653

684

1Q1Q

4Q

3Q 4Q3Q2Q 4Q3Q2Q2Q1Q

671666 656657
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120 134

191

125 124 127

171

111 120 130

180

120

3

23
13 10

1519

3 6
▲3

5

▲9

0

1Q1Q4Q3Q

4Q

3Q2Q 4Q3Q2Q2Q1Q

11/3期 13/3期（予想）12/3期

（億円）

売上高 550億円

営業利益 30億円

売上高 570億円

営業利益 25億円

売上高 532億円

営業利益 29億円

AVAV・・ITIT四半期別売上高／営業利益四半期別売上高／営業利益

営業利益
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51 51 52 51
38

44
38

43
35 40 45 50

▲6
▲16

▲8▲6
▲2 ▲4▲3 ▲4 ▲6

5 4 1

電子部品四半期別売上高／営業利益電子部品四半期別売上高／営業利益

11/3期 13/3期（予想）

営業利益

売上高 170億円

営業利益 ▲20億円

12/3期

（億円）

売上高 206億円

営業利益 5億円

売上高 162億円

営業利益 ▲29億円

1Q4Q3Q2Q 1Q

4Q

3Q2Q 3Q2Q1Q 4Q
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56 49 47 48
38 43 49

40 46
54 52 52

15
16 12 9

13
16 11

10
14

16 13 13

3 3 0
9

▲2 2
▲3 03 25 4

1Q1Q4Q3Q 4Q3Q2Q 4Q3Q2Q2Q1Q

11/3期

65 65
70

その他

ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ

13/3期（予想）

営業利益

売上高 260億円

営業利益 5億円

12/3期

（億円）

売上高 251億円

営業利益 15億円

60

売上高 221億円

営業利益 4億円

59 56
65

71

その他四半期別売上高／営業利益その他四半期別売上高／営業利益

60
50

59
51



この資料の中で、将来の見通しに関する数値につきましては、

ヤマハ及びヤマハグループ各社の現時点での入手可能な

情報に基いており、この中にはリスクや不確定な要因も

含まれております。

従いまして、実際の業績は、事業を取り巻く経済環境、需要

動向、米ドル、ユーロを中心とする為替動向等により、これら

の業績見通しと大きく異なる可能性があります。


